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＜連絡事項＞

・ストレスチェック実施の案内
１．実施期間：2021年7月1日(木)　～　2021年8月31日(火)

２．対象者　：2021年5月31日時点で就業している職員（３か月未満の職員を除く）

  　           ※本メールが届いた方は対象ですので、受検をお願いします。

３．質問数　：57問（所要時間およそ5分）

４．実施方法：Webにて実施
・研修「八戸アルコール依存症連携の会」開催予定。参加希望者は各自申し込みを行って下さい。詳細はＷＩＺ配信済み。当日は会場参加とＷｅｂを用いた配信と双方で行ないます。
　　日　　時：7月12日(月)　18：40～20：30
　　発信会場：八戸グランドホテル　3Ｆ　ＭＩＹＡＢＩ

＜患者様情報＞
・工藤　みず紀様～本日、お父様が年金事務所に行くため委任状を持参しています。記入後お父様へ渡しています。
・尾嵜　マリ子様～息子様から連絡あり。7/8　13時～7/9　11時での外泊訓練を希望されています。外泊申請済みです。
・小林　司様～療養環境変更目的にて、10：10西病棟Ａユニットから転入しています。
　　　　　　　現金は通帳・印鑑を医事で保管している為、6/26に医事 神さんとお金をおろしにＡＴＭへ出掛ける予定です。その際に入院費の支払いも行う予定。
＜要注目患者様＞
・坂本　福子様～他者への不満訴えや不調の訴えはなく、対応穏やか。要求は聞かれていますが、説明に聞き入れできています。午前中のプログラムは再三の声掛けにも反応せずに傾眠傾向見られ、11：00頃に覚醒し活動開始しています。プログラムは午後から参加するよう声かけには拒否なく参加しています。
・堀切川　秀子様～昨日から午前中にかけての他者の騒がしさを理由に、疲労感と思考のまとまりなさを訴えています。切迫した様子はなく、対応は穏やかで「周りの事は切り離して考えるようにします」と話しています。
・久保　興介様～昨日夕食後から苛々感を訴え、スタッフの制止を聞かずにコーヒーを
2Ｌ摂取することや差し入れの菓子を多量に摂取し嘔吐する事が見られています。以後もイライラや不眠訴え、頓服使用後も不眠で経過。徐々に言動にまとまりを欠き、奇異行動や叫ぶ、窓から外に向かって私物を捨てる等の不穏さ見られています。朝食時レストランにて下半身露出する事あり介入していますが、聞き入れ不良にて数名のスタッフで対応。以後も奇異行動や迷惑行為見られ、プログラムは欠席し様子を見ています。徐々に落ち着き取り戻し、昼食後には眠気訴えぼんやりとして過ごしています。
＜田名部Dr診察＞
・工藤　みず紀様～痰が詰まっていると訴えていた件は「痰じゃなくて唾でした。唾が出るんです」と訴える。内服調整となり、漢方止め⇒ヒベルナ糖衣錠（5）2錠　朝・夕食後が処方となる。
・高田　マキ様～就床前薬が合わない為元に戻してほしいと訴えあり。頓服のレボトミンは服用拒否のため、不穏時のＩＦオーダー変更。コントミン糖衣錠が5回分処方となる。就床前薬はニトラゼパム（5）1錠へ変更。本人希望時には、就床前薬と頓服の同時服用可と口頭指示あり。
・四戸　水晶様～「左のこめかみがいつも痛い」と訴えあり、夕食後薬にロフラゼプ酸エチル（1㎎）1錠が追加となる。
・久保　興介様～昨日から今朝にかけて不穏状態みられていた事から、本日のみ朝食後薬にハロペリドール（3ｍｇ）1錠追加。以後は落ち着き見られている。本人へカフェイン摂取による興奮が見られていた状態である事を説明し、コーヒーの摂取は控えるよう説明。
・畑中　成夫様～「久保さんが自分の事を嫌がっている」と訴え聞かれ、相手と日課の時間をずらしていると話す。鎮痛剤を服用したくないと話していた件は、「飲んでもいいです」と訴えあり。ロキソプロフェンＮａは継続処方となる。
・高橋　伸治様～血圧の変動みられ低値となることもあるが、午後から高値となる傾向継続していることから、降圧剤は継続処方となる。
・古屋敷　純子様～外泊により思ったように家事がこなせず落ち込んで帰院したと報告される。息子様からは、退院してすぐに今まで通り行えないのはあたり前だとやさしい言葉をかけてもらえたと報告あり。次回の外泊は、親戚の方がいない状態で1人で過ごしてみたいと希望している。幻聴は継続しているが、内容が優しくなってきたと話している。便秘傾向訴えあり、本日よりセンノシド12㎎2錠が就床前薬に追加となる。
・堀切川　秀子様～病棟には慣れたが、うるさい人はどの病棟にもいると報告する。「周りは気にしないようにしています」と返答。夜間の睡眠はとれており、盆前の退院を目指す方針を主治医から説明受ける。
・袴田　隆裕様～動悸は最近感じないが、夜間眠れない時があると話す。不眠時の頓服使用可能時間を確認しており、2時までは使用可能である事を説明。施設が決まらずもどかしさを感じていると話すが、退院先については「イグルーでもいいと思っています」と返答している。処方は同内容継続。
・小山田　順様～施設を検討しているが田向の施設では通院が気になると訴える。気分の落ち込みはない。緑内障の点眼薬が無くなったと訴え、イソプロピルウノプロストン点眼薬1本処方となる。
